














ランダムな数値をあらわす確率変数Xの分布（関数）F (x) = Pr(X ≤ x)
に対し、
F (x) := 1− F (x) = Pr(X > x)
を分布 F の裾(tail)という。裾はxの関数として、x以上の事象が起こる
確率を表し、以降、上限が無限の場合（すべての xに対して、F (x) > 0

















以下にはどの桁にも 0, 1, . . . , 9 の数字が等しく現れるようになる。数値
の頭から二つ目以降の数字の現れ方についても、正則変動する裾を持つ
分布に対して次の定理が成り立つ。
定理１([1]) 分布 F が指数 −α(< 0)の正則変動をする裾を持つ、す






を満たすと仮定する。X を分布 F に従う確率変数とし、N を X の桁
数、K を X の先頭の数とし、Y = 10−N+1X −K とおく（X の先頭の




P (Y ≤ x|K = k,N = n),=
1− (1 + xk)
−α
1− (1 + 1k)−α
k = 1, 2, . . . , 9.
コーシー分布は α = 1 の場合に当たり、コーシー分布のような正則
変動する裾を持つ分布に従う確率変数の極端に大きな実現値は、その先














(eizx − 1)ν(dx) + iγ0z
)
,
ここで、 γ0 ∈ [0,∞) で 測度 ν はレヴィ測度と呼ばれ、 [0,∞) 上の
ν({0}) = 0 と
∫∞
0 (1 ∧ x)ν(dx) < ∞.を満たす。複合ポアソン分布では
γ0 = 0で ν の全測度がポアソン分布の平均、νを全測度で割って正規化
した確率分布が複合される確率分布になる。
無限分解可能分布とそのレヴィ測度の遠方での挙動の比較を考える。




(i) 無限分解可能分布 µ が劣指数的である。 (ii) レヴィ測度 ν を正
規化した分布が劣指数的である。(iii) µ と ν の裾が漸近的に等しい





F ∗ F (x)/F (x) < ∞
で定義されるO(オー)-劣指数的分布OS を導入した。O-劣指数的分布に
は、劣指数的な分布の他、逆正規分布のような畳込み同値分布（2より
大きい極限 limx→∞F ∗ F (x)/F (x)をもつ）などがあり、この分布族に
対して、次の定理が成り立つ。
定理２([2])
(i) µ ∈ OS : lim supx→∞F ∗ F (x)/F (x) < ∞,
(ii) ある自然数 n に対して νn∗1 ∈ OS , ここで ν1 = 1{x>1}ν/ν(x).
(iii) ある自然数 n に対して µ(x) ≍ νn∗(x):




数 λに対して、limx→∞ p(x+λ)/p(x) = 1を満たすときをいい、さらに、
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